
LMH6515

Application Note 1580 LMH6515EL Digital Controlled, Variable Gain 

Amplifier Evaluation Board

Literature Number: JAJA317



National Semiconductor
Application Note 1580
Loren Siebert
2007年 10月

1© National Semiconductor Corporation AN300081-02-JP

LM
H

6515E
V

A
L
デ
ジ
タ
ル
制
御
式
可
変
ゲ
イ
ン
・
ア
ン
プ
評
価
ボ
ー
ド

A
N

-1580

LMH6515EVAL
デジタル制御式可変ゲイン・
アンプ評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

概要
LMH6515EVALは、ナショナル セミコンダクターの高速 LMH6515
デジタル制御式可変ゲイン・アンプの評価を目的とした評価ボード
です。

高周波に対応したボード・レイアウトのガイドラインとして、あるい
は、デバイスの評価と特性測定のツールとして、この評価ボードを
活用してください。

基本動作
LMH6515は差動入力と差動出力とを備えたDVGA (デジタル可
変ゲイン・アンプ )です。また LMH6515は、入力にトランスを必
要とせずに、入力にシングルエンド信号を与え出力から差動信号
を得る信号変換も可能です。ただし LMH6515EVAL 評価ボード
には、50Ωシングルエンドのテスト機器を使って評価できるように、
入力トランスと出力トランスが搭載されています。また、差動信号
源を使って評価ボードを駆動できるように、シグナルパスは対称構
成で設計されています。すなわち、入力パスと出力パスの両方と
も、完全な差動シグナルパスとして構成されています。実装部品
に関しては Figure 1の回路図を参照してください。

この評価ボードのボード端には SMA コネクタが実装されていま
す。 IN+入力に配置されている抵抗 R1は入力終端抵抗です。
アナログ電源 (VCCA)には 4Vから 5.25Vの範囲の電圧を与え
ます。コンデンサ C5は電源バイパス・コンデンサで、低 ESRの
セラミック・コンデンサを使用します。抵抗 R11、抵抗 R12、およ
びコンデンサ C4は未実装にします。

LMH6515EVAL評価ボードは、一次巻き線と二次巻き線間でDC
遮断するトランス用に設計されています。バラン (DC遮断がない
伝送線路用のトランス )は、トランスのすべてのパッドを確実にDC
遮断するために使用します。

トランス T1 は、インピーダンス整合の役割と、シングルエンドから
差動信号への信号変換の役割を担っています。トランスの巻き線
比は 2:1で、50Ω機器とLMH6515 DVGAの入力インピーダンス
200Ωとを整合させます。安定性を高めたい場合はコンデンサ C3
を追加します。トランスの二次巻き線側はグラウンドに直接接続し
てはなりません。LMH6515 の入力には自己バイアスによっておよ
そ 1.3V の入力コモンモード電圧が生じます。この回路の場合、
アンプは最適な入力コモンモード・ポイントでバイアスされます。R2、
R24、R25は未実装です。これらの抵抗によって、LMH6515の
入力コモンモードを自己バイアスされた状態とは異なる値にできま
す。大多数のアプリケーションはこの機能を必要としません。

伝送線路用のトランス T1を使用する場合は、適切なコモンモー
ド電圧を維持するために、コンデンサ C1 が必要です。アンプを

シングルエンド入力で使う場合は Figure 7とFigure 8 を参照して
ください。

LMH6515EVAL 評価ボードは、シングルエンド装置でのテストを
容易にするために、トランスとともに提供しています。差動信号を
使用してLMH6515EVAL評価ボードを駆動するには、トランスT1
を取り外す必要があります。その際、コンデンサ C1とC16を接
続し、コンデンサ C2を接続するトレースを切断します。R1および
R5には適切な値の抵抗を接続します (通常 50Ω)。トランスのパッ
ド 6とパッド 1間、およびパッド 4とパッド 3間を、低インダクタンス
のリード線を使ってそれぞれ短絡してください。コンデンサ C3は
この場合必要ありません。

ボードの出力側にはトランス T2 が配置されています。C11はトラ
ンスの一次巻き線から出力コモンモード電圧を遮断します。出力
カップリング・コンデンサ C13とC14は一次巻き線と二次巻き線間
にDC遮断がないバラン・トランスには必要であり、また、差動負
荷を駆動する場合にも必要です。

差動出力信号の場合はトランス T2 を取り外します。コンデンサ
C11は未実装のままにしておきます。抵抗 R4は実装しないでくだ
さい。トランスの T2パッドを使用して、トランスが実装されていた
パッド 3とパッド 4およびパッド 1とパッド 6の間にカップリング・コ
ンデンサを実装します。コンデンサには 1nFの低 ESRセラミックを
使用してください。LMH6515の出力コモンモード電圧をテスト機
器に対して遮断するために、出力カップリング・コンデンサが必要
です。コンデンサ C13とコンデンサ C14のパッドは、直列出力整
合抵抗に使用します。トランスのパッド 6とC14の間に銅箔はあ
りません。低インピーダンスで短絡する必要があります。抵抗 R3
と抵抗 R4は、通常この構成では未実装のままにします。

評価ボードのゲインは 2種類のいずれかに切り替えることができま
す。出荷時は出力インピーダンス200Ωの低ゲイン設定です。出
力インピーダンス400Ωの高ゲイン設定で使うには、13ピンと16ピ
ンから VCCA に接続されているトレースをそれぞれ切断します。
高ゲイン設定に必要なトレースの切断箇所をFigure 6に示します。

SW1は 5ビットのゲイン制御ビットの設定に使用します。SW1の
"LATCH" ビットが 0 (OFF)のとき、"GAIN 0" ビットから "GAIN 5"
ビットの値が LMH6515 のゲイン設定に反映されます。SW1 の
"LATCH" ビットが 1 (ON)のときは、最後に読み込まれたスイッチ
の値が保持され、ゲイン・ビットを切り替えてもアンプ動作には反
映されません。また、ゲイン制御スイッチ SW1の各ビットを外部か
ら高速に切り替えられるように、各ビットには SMAコネクタ用のパッ
ドが設けられています。

LMH6515EVAL評価ボードは 4層基板で構成されています。各
層のパターンをFigure 2からFigure 5に示します。



2www.national.com/jpn/

A
N

-1
58

0

FIGURE 1.   LMH6515EL Evaluation Board Schematic
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FIGURE 2.   Evaluation Board Top Layer

FIGURE 3.   Evaluation Board Bottom Layer
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FIGURE 4.   Evaluation Board Layer 2

FIGURE 5.   Evaluation Board Layer 3



5 www.national.com/jpn/

A
N

-1580

FIGURE 6.   Trace Cuts for High Gain (400Ω Load) Operation

FIGURE 7.   Trace Cuts for High Gain (400Ω Load) Operation

FIGURE 8.   Schematic for Single Ended Input
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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